
 

 

 

 

 

 

 

この学年通信の名前は２組の磯川さんが考えてくれました。この青学年が星のように輝き、学校を引っ張ってい

けますように。そしてブルースターはメインの花ではなくて、脇役的な存在。輝く

だけではなく、裏でも支えていける学年になりますように…。花言葉は「信じあう    

心」。クラスメイトを信じながら、行事や受験に向かって進んでいけますように…と

いう思いが込められています。      いつもは週末発行の学年通信ですが、 

                  今日、明日と出張で学校を不在にする 

                 のでイレギュラーですが本日配布です 

                 今回は運動会特集号( ｀―´)ノ 

※ １１日（火）からは期末考査１週間前。職員室・印刷室へは入室禁止です。 

 

 多くの保護者の皆様にご来場いただき、今年の運動会も無事終了いたしました。限られた練習時間で

はありましたが、充実した運動会だったのではと思います。その思いのこもった作文を紹介させて頂き

ます。 

 

【１組】 北野 紗季 『感謝の運動会』 
 今年の運動会は絶対私の思い出に強く刻まれます。なぜなら、シンプルに今までの運動会の中で一番

感情が動いたからです。美凰の画力、オールスターリレーでまさかの２回反則、大ムカデの１位、選抜

女子の最後まで全力で走っている姿、本当に凄いとしか言いようのない選抜男子、運命の結果発表、１

日にこんなに楽しみを味わってよいのか疑ってしまうほどどれも最高でした。 

 私には感謝したい人達が沢山います。まず神様です。中学校最後の運動会を最高の天気にしてくれ

て、人生初の優勝を今年まで残してくれて、最高のクラスの一員にしてくれて感謝しかないです。そし

て諏佐先生。私たちを見守り続けて、時には厳しく言ってくださったおかげで、私たちなりに自由に戦

う事が出来ました。本当にありがとうございました。二冠絶対プレゼントします。最後に何といっても

１組のみんなです。正直最初は絶対走るのが速い３組が勝つに決まってんじゃん、と思っていました。

しかし、練習を重ねるうちに１組の一人一人がまとまろうとする気持ちや勝ちたいという気持ちが見え

てきて、私も今までの何倍も声出しやアドバイスをして本気で取り組もうと思えました。私達にどれだ

けチームワークがあるのか、大ムカデで証明できた気がします。みんなありがとう。特に運実の二人。

先生方に毎日のように注意されて、メンタルが持たないはずなのに、クラスの事を常に一番に考え続け

てくれてありがとう。あなたたちのおかげで優勝できました。最高の仲間です。 

 今年もあっという間に終わってしまった運動会。新しいクラスになって、まだ十分にまとまっていな

かったみんなの心が、運動会を通じて一つになれました。行事にこんなにも夢中に取り組めて自分は幸

せ者だと思います。 

 

裏面に続く 

 

日 曜 学校行事等 持ち物・提出物 

10 月 
５０分授業×６ 朝礼 ①学活（ＱＵ） 江戸川っ子ＳＷ終了 完全夏服実施 

歯みがき強化週間（月１組火２組水３組木４組）  

白衣 

11 火 ５０分授業×６ 安全指導 期末考査１週間前  

12 水 ５０分授業×５ 職員会議 部活動再登校１６時  

13 木 
５０分授業×６ ⑥総合（合唱コン選曲①） 朝読書「よむＹＯＭＵワークシート」

牛乳パック回収日 

 

14 金 ５０分授業×６ ⑥総合（合唱コン選曲②）  白衣持ち帰り 

ブルースター  

江戸川区立松江第五中学校 三学年通信 第１０号 2024,6,6 



【１組】 田中 優香 『中学校最後の運動会を終えて』 
 中学校生活最後の運動会は、優勝関係なしに記憶に残る思い出になりました。そう思えたのは、自分

が頑張ったからだけではなくて、クラスのみんなで力を合わせたことだと私は思います。ムカデは勿

論、オールスターリレー、私は含まれませんが選抜リレー、これらの種目は一人一人が一生懸命に取り

組めました。特にムカデは一人でも気が抜けると全員が転んでしまう種目です。練習の時はみんなとの

息やリズムが合わず、盛大に転ぶことがありました。みんなで沢山掛け声や並び順について話し合った

りしました。それを何度も繰り返しているうちに、初めて練習した時に感じた疲れよりも、どうやった

ら上手く出来るか、もっと大きな声を出さないと、などムカデという種目に対して深く考えていること

が多くなっていきました。今思うと、運動会はこの時から始まっていたのかなと少し思います。その練

習の成果もあって、本番では最高な結果を残すことが出来ました。この最高な結果を出せたのは、きっ

とクラスの全員が一生懸命に取り組む事が出来たからだと思います。一生懸命動いて応援した後のお弁

当給食の味は、忘れられないくらい美味しかったです。 

 将来、私が落ち込んだり、ふとした時に、この中学校３年生の運動会を思い出して、楽しかったなと

笑顔になれるような、それぐらい深い思い出になりました。後悔はありません。 

 

【２組】 藤本 駿太郎 『運動会』 

 まず、１年間が経つのはとても早いと思った。去年の運動会で、来年の運動会が松五での最後の運動

会かと思ったのを覚えている。そのくらい楽しくて充実した１年間だったんだと改めて思った。恐ら

く、来年も似たようなことを考えていると思う。実際、あんなに楽しみで頑張って練習した運動会はも

う終わってしまった。次は修学旅行と考えている間にもう終わったのかの繰り返し。だからこそ１日１

日を大切にしたい。 

 今年の運動会は１，２年生の時の運動会よりも特別な感じがした。勿論、去年までの運動会も楽しか

ったけれど、やっぱり自分たちが最高学年、主役としての運動会は最高の思い出になった。点数では４

位だったけれど、それを忘れるくらい楽しかった。皆、一人一人が楽しんでいたし、正直運動会はあま

り好きじゃないかもと思っている人も含めて、全員が全力を尽くしていてそれが伝わってきて感動し

た。一競技一競技が終わるたびに、楽しかった気持ちと終わってしまった寂しさがあった。今までの運

動会はあまりそういうことを考えたことがなくて、自分が思っていたよりも松五の運動会が好きで、大

切にしていたことに気付いた。 

 運動会練習も上手くいかなくて、皆で色々と試行錯誤をしたり、意外と簡単な原因で、それを直した

らビックリするくらい上達して爆笑したりした。その一つ一つが大切な思い出になった。３年生として

の自覚と焦りが運動会が終わって急に感じたから、良い手本になれるように頑張ろうと思う。 

 

【２組】 坂口 愛佳 『運動会が私にもたらしたこと』 

 この運動会は、唯一、胸を張って『楽しかった』と言える運動会だったと思う。運動会が好きではな

い私だけれど、３年２組だったから楽しいと思えたのだろう。それだけのことが、自分にとってはとて

も嬉しかった。 

 思い返せば、旗のデザインも、大ムカデも、オールスターリレーも、学級対抗リレーのパフォーマン

スも、ツッコミ所しかなかった。去年までの私だったら表情筋の一つも動かさないまま、冷徹な視線を

送っていただろう。だが、４月からのクラスの雰囲気に吞まれて、楽しいということしか頭になかっ

た。こんな気持ちを感じられるのは、後にも先にもあの時間だけだろう。そして、この運動会が私にも

たらしてくれたのは楽しさだけではなかった。クラスメイトと協力して何かを成功させることの喜びを

伝えてくれたのだ。大ムカデにしてもリレーにしても、隣にいる人と協力しなければ競技の成功はあり

得ない。だからこそ、クラスメイトと話すことを意識した。そうすることで自然と、今自分はどう動く

べきかがわかるようになった。運動会は空気を読む力すらも与えてくれたのだ。私は『クラスのために

自分は何をすべきか』をひたすら考えて運動会に臨んだ。『もっと早く走りたい』と思えば、インター

ネットで走り方を調べた。大ムカデの練習終わりには、縄を畳む手伝いをするようにした。人のために

何かしたい、と思って行動することは、これからの生活に必要なことだと私は思う。 

 運動会は私に、誰かと育む何かが如何に良いものなのかを教えてくれた。教えてもらったものは、ま

た伝えていくことが大切だ。だからこそ、私は行動でそれを示していこうと思う。 

 

３組、４組の作文は同日発行の１１号に掲載します。今週は２号発行です。 


